
変
革
の
現
場
２
０
１
８

高
橋
佑
輔
・
日
本
生
産
性
本
部
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
話

　
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
の
働
き
方
改
革
は
、
日

本
生
産
性
本
部
が
支
援
す
る
前
か
ら
進
ん
で
い
た

が
、
同
社
は
さ
ら
な
る
改
革
へ
の
推
進
力
を
得
る
た

め
に
デ
ー
タ
分
析
に
着
手
し
た
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
通
り
一
辺
倒
で
は
な
い
切
り

口
と
し
て
、
重
回
帰
分
析
や
因
子
分
析
な
ど
の
多
変

量
解
析
と
い
わ
れ
る
手
法
を
提
案
し
た
。
平
均
値
や

割
合
を
出
す
と
い
っ
た
単
純
集
計
で
は
見
え
づ
ら
い

こ
と
が
、
多
変
量
解
析
を

行
う
と
見
え
て
く
る
。
平

均
値
は
低
い
が
満
足
度
に

与
え
る
影
響
が
非
常
に
大

き
い
要
素
が
出
て
く
れ
ば
、
そ
れ
が
最
優
先
の
課
題

に
な
り
う
る
。
そ
う
す
る
と
、
課
題
の
ウ
エ
イ
ト
付

け
が
可
能
に
な
り
、
や
る
べ
き
こ
と
の
優
先
度
が
数

字
で
明
確
に
な
っ
て
く
る
。

　
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
人
事
の
方
々
が
肌
感

覚
で
何
と
な
く
「
そ
う
で
は
な
い
か
」
と
思
っ
て
い

た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
改
革
に
向
け
て
の
施
策

の
優
先
度
や
予
算
化
が
議
論
さ
れ
る
過
程
に
お
い

て
、
そ
れ
が
エ
ビ
デ
ン
ス
（
根
拠
・
証
拠
）に
な
り
、

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
議
論
が
で
き
る
。

　
あ
る
仮
説
を
持
っ
て
経
営
や
人
事
が
改
革
を
進
め

て
も
、そ
れ
を
確
か
め
る
す
べ
が
な
い
状
態
で
は
「そ

れ
は
あ
な
た
方
の
見
方
だ
」
と
言
わ
れ
た
ら
意
見
を

集
約
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
ず
事
実
と
し
て
エ
ビ

デ
ン
ス
を
提
示
し
、
改
革
・
改
善
の
立
脚
点
や
土
台

を
つ
く
る
こ
と
は
デ
ー
タ
分
析
の
重
要
な
役
割
だ
。

　
私
は
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
経
営
課
題
の
解
決
支
援

を
専
門
と
し
て
い
る
。
自
治
体
の
市
民
ア
ン
ケ
―
ト

を
分
析
し
、
優
先
度
の
高
い
施
策
を
提
案
す
る
と
い

っ
た
行
政
の
仕
事
も
多
い
が
、最
近
は
官
民
問
わ
ず
、

有
効
性
の
高
い
施
策
を
打
ち
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が

強
く
出
て
き
て
い
る
。

　
専
門
の
分
析
ツ
ー
ル
を
持
っ
て
い
な
い
中
小
企
業

で
も
、
使
い
方
さ
え
覚
え
れ
ば
、
エ
ク
セ
ル
の
ボ
タ

ン
一
つ
押
す
だ
け
で
重
回
帰
分
析
や
相
関
分
析
が
で

き
る
。
そ
の
際
は
、
平
均
点
に
加
え
て
も
う
一
つ
の

軸
、
例
え
ば
バ
ラ
ツ
キ
を
意
味
す
る
標
準
偏
差
を
加

え
て
、
二
軸
を
意
識
し
た
分
析
を
行
う
こ
と
を
勧
め

て
い
る
。
二
軸
で
分
析
す
る
と
だ
い
ぶ
風
景
が
変
わ

っ
て
見
え
て
き
て
、
深
い
分
析
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

荒
木
裕
也
・
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

人
事
部
企
画
チ
ー
ム
兼
働
き
方
改
革
推

進
チ
ー
ム
課
長
の
話

　
新
た
な
人
材
戦
略
を
考
え
る
人
事
部

内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
２
０
１

６
年
に
立
ち
上
が
っ
た
際
に
、
人
材

は
会
社
の
財
産
で
あ
り
、
人
材
の
育

成
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
企
業
の
競
争

力
強
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
原
点
に

立
ち
返
り
、
人
材
育
成
の
あ
り
方
を

議
論
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
長
時

間
労
働
の
是
正
が
必
要
だ
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
。
長
時
間
労
働
か
ら
解

放
さ
れ
れ
ば
、
社
員
の
や
り
が
い
や

生
き
が
い
は
さ
ら
に
高
ま
る
は
ず

で
、
自
己
研
鑽
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
充
実
に
つ
な
が
る
。
従
業

員
の
健
康
増
進
や
健
康
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
年
４
月
か
ら
は
、
「
労
働
時
間

の
リ
バ
ウ
ン
ド
防
止
」
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
一
部
の
部
署
で
労
働
時
間

が
増
え
て
い
る
。
１
日
平
均
で
数
分
程

度
だ
が
、
そ
れ
を
看
過
す
る
と
元
に
戻

っ
て
し
ま
う
。
今
一
度
、
働
き
方
改
革

の
重
要
性
を
啓
発
す
る
た
め
に
、
ラ
イ

ン
の
部
課
長
１
０
０
０
人
を
８
回
に
分

け
、
１
泊
２
日
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

を
６
～
８
月
に
実
施
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
は
、
「
Ａ
」
ア
サ
イ
ン

メ
ン
ト
（
仕
事
・
役
割
の
最
適
化
）
、

「
Ｂ
」
バ
イ
ア
ス
フ
リ
ー
（
偏
見
を
持

た
な
い
）
、
「
Ｃ
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
強
化
の
た
め

に
個
や
組
織
の
力
を
高
め
て
い
く
）、

「
Ｄ
」
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
（
多
様
な
人
材
を
受
容

す
る
こ
と
、
多
様
な
社
員
全
員
が
活

躍
す
る
風
土
を
つ
く
る
こ
と
）
を
重

視
す
る
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
」
の
当
社
が
開
発
し
た
考
え
方
の

浸
透
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
、
一

部
の
職
場
で
は
、
上
司
か
ら
の
指
示

・
命
令
や
、
部
下
か
ら
の
報
告
・
相

談
が
そ
れ
ぞ
れ
一
方
通
行
に
な
っ
て

い
る
傾
向
が
出
て
い
た
の
で
、
お
互

い
が
し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
れ
る
よ
う
に
「
仕
事
の
段
取

り
力
」
に
続
く
第
２
弾
と
し
て
「
伝

え
方
の
教
科
書
」
（
仮
称
）
を
作
る
予

定
だ
。
当
社
で
よ
く
あ
り
が
ち
な
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
、
部
下
と
上
司
の
ミ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
と
そ
の
改

善
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
冊

子
の
制
作
を
検
討
し
て
い
る
。

ＰＯＰツールを活用して働き方改革を推進

　
三
井
住
友
海
上
火
災
保

険
で
は
、
２
０
１
６
年
�

月
か
ら
、
多
様
な
社
員
全

員
が
活
躍
で
き
る
機
会
と

場
の
拡
大
を
目
的
に
、
新

た
な
人
材
戦
略
の
一
環
と

し
て
「
働
き
方
改
革
」
を

推
進
し
て
い
る
。
社
員
一

人
一
人
が
個
性
や

能
力
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
よ

う
、
個
人
の
事
情
に
配
慮

し
た
職
場
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
多
様
で
柔
軟

な
働
き
方
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
業
務
効
率
化
な

ど
を
通
じ
て
、
総
労
働
時

間
の
短
縮
を
図
り
、
さ
ら

な
る
生
産
性
向
上
と
競
争

力
強
化
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

本
社
部
門
の
各
部
門
の
組

織
長
�
人
で
構
成
す
る

「
働
き
方
改
革
推
進
チ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
た
。
推

進
チ
ー
ム
で
は
、
「
生
産

性
の
向
上
」
「
個
人
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
意
識
改
革
」

「無
駄
・
非
効
率
の
排
除
」

「多
様
な
働
き
方
の
支
援
」

の
四
つ
の
観
点
で
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
「
生
産
性
の
向
上
」
で

は
、
全
社
員
１
万
５
０
０

０
人
を
対
象
に
、
社
外
で

も
社
内
と
同
様
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
を
保
て
る

パ
ソ
コ
ン
機
器
を
配
備
し

た
ほ
か
、
営
業
社
員
の
社

用
携
帯
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
化
、
経
営
会
議
体
を
は

じ
め
全
会
議
を
対
象
と
す

る
完
全
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
、
全
拠
点
の
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
化
な
ど
を
行
っ
た
。

　
�
年
４
月
に
は
「
遅
く

と
も
原
則
�
時
前
に
退
社

ル
ー
ル
」
を
開
始
し
た
。

や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ

る
場
合
は
ラ
イ
ン
部
長
あ

て
の
事
前
申
請
が
必
要
と

な
る
。
ル
ー
ル
定
着
に
向

け
て
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
全
店
配
備
や
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ツ
ー
ル
（
勤
務
状

況
を
「
見
え
る
化
」
す
る

た
め
の
卓
上
札
。
退
社
予

定
時
間
や
残
業
申
請
の
有

無
が
一
目
で
わ
か
る
。
写

真
参
照
）
の
配
布
な
ど
を

行
っ
た
。

　
「
個
人
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
意
識
改
革
」
で
は
、
社

長
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
、

部
支
店
長
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
修
の
実
施
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
「
働
き
方
改
革
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
、
人

事
評
価
に
「
限
ら
れ
た
時

間
で
生
産
性
高
く
働
く
こ

と
」
を
評
価
す
る
項
目
の

導
入
な
ど
を
行
っ
た
。

　
「
無
駄
・
非
効
率
の
排

除
」
で
は
、
「
業
務
棚
卸

し
シ
ー
ト
」
に
よ
る
業
務

の
見
直
し
、
１
２
０
０
職

場
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
厳

選
し
た
仕
事
の
コ
ツ
「
仕

事
術
１
０
０
選
」の
活
用
、

会
議
２
分
の
１
運
動
の
実

施
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。

「
仕
事
の
進

め

方

の

変

革
」
に
も
取

り
組
ん
で
お

り
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中

で
組
織
目
標

を
達
成
す
る

た
め
の
「
仕

事
の
段
取
り

力
」
の
教
科

書
や
動
画
な

ど
の
専
用
ツ
ー
ル
も
開
発

し
た
。

　
「
多
様
な
働
き
方
の
支

援
」
で
は
、
在
宅
勤
務
を

�
年
に
本
格
導
入
し
た
。

対
象
社
員
の
制
限
を
廃
止

し
、
時
間
給
社
員
を
除
く

全
社
員
が
制
度
を
利
用

（
原
則
週
２
回
）
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
「
Ｍ
Ｓ
ク

ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
」（育

児
休
業
中
の
社
員
が
育
児

等
の
合
間
を
有
効
活
用

し
、
自
宅
で
臨
時
就
業
で

き
る
）
の
制
度
化
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の

結
果
、
１
人
当
た
り
平
均

残
業
時
間
は
�
％
以
上
削

減
さ
れ
た
。
在
宅
勤
務
の

利
用
者
は
�
年
度
の
１
人

か
ら
、
�
年
度
は
約
２
０

０
０
人
と
な
り
、
今
で
は

３
７
０
０
人
に
増
え
た
。

�
年
度
と
�
年
度
の
比
較

で
高
ス
ト
レ
ス
者
数
の
割

合
は
�
％
低
下
し
た
。
責

任
あ
る
業
務
に
挑
戦
し
た

い
と
い
う
女
性
社
員
の
割

合
も
増
加
し
た
。
外
部
か

ら
も
評
価
さ
れ
、
第
２
回

「
働
き
や
す
く
生
産
性
の

高
い
企
業
・
職
場
表
彰
」

の
最
優
秀
賞
な
ど
を
受
賞

し
て
い
る
。
�
年
度
の
同

社
の
単
体
の
業
績
は
過
去

最
高
と
な
り
、
大
手
損
保

３
社
の
中
で
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
の
売
り
上
げ
の
伸
び
率

を
達
成
し
た
。

　
　
　
　
◇

　
記
事
の
問
い
合
わ
せ
は

日
本
生
産
性
本
部
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
部
、
電
話
�

（
３
５
１
１
）
４
０
６
０

ま
で
。


